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1.はじめに

建築のファサードは、様々な要素によって構成されている。それぞれの要素が、人がその建築を認知する際にどれほどの影響力を持っているのか。

また影響力の大きい部材の色を変化させることによって、人の認識にはどのような影響があるのか。

そして、この結果は男女によってどのような差があるのか。

この研究結果を商店建築に活かすことで、集客、男女の客層のコントロールができるようになる。

2.研究の位置づけ

既往の研究では色彩、温熱環境に注目して実験していたが、今回は建築のファサードの構成要素の色彩に絞った上で、男女の感覚の差について実験を行い、結果について分析を行う。

3.調査目的と調査方法

人が惹き付けられ、入りたい、もしくは興味を魅かれるようなファサードを確かめる。

被験者は、健康な大学生男女複数人とする。同じ店舗のファサードの写真を複数枚作成し、それぞれの扉、外壁、外から見える内壁、看板の色を変えて、被験者に見せる。
その後、それぞれの色に対しての印象を選択肢から回答してもらう。そして男女別に統計をとる。

4.分析手法

単純集計と数量化Ⅱを用いて分析する。

5.仮説

既往の研究では男女混合の被験者で実験していたが、実験を男女別で行うことで 色の好み、感じ方等に何らの差異が見られると思われる。

それにより商店建築のファサードを決定することで、効果的に集客できると思われる。
